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福岡市田尻

学部3年地脇 技

学部2年秋吉英治

加藤義人

〔田尻地区について〕

田尻には、周船寺川が流れており、この川の西側にある田は西田、東側にある田は東田と呼ばれてい

る。この地域は、大正初期に耕地整理がなされたのち、戦時中に兵舎や飛行場のための軍用地としてと

られた。そして戦後の昭和23年の用地配分により、現在のかたちの、田の一枚が一反である土地区分が

できあがった。

西国に農業用水を供給する手段には、大生水・中牟田生水・深町生水・八ノ坪という 4つの湧き水が

ある。このうち、八ノ坪の湧き水は最も水量が多いのだが、昭和45年のボーリングによってできたもの

であり、それ以前は前の 3つに頼っていた。大生水は、昔は用作・泉にも水を供給していたが、今では

上川原が中心である。これらの生水は水を汲めば一定の水位まで自然に湧いてくるというものである。

現在では、生水の近くには畑が多く水田は少しだけだそうだ。また、角江には、水利権の強い北原への

水門がある。

東田は、西田ほどには水に恵まれていないようだ。東田には、牛町溜池がある。この溜池は、周船寺

川沿いにあり、雨のときに牛町水門を止めて池に水を流し込むようになっているO 池の南北には、それ

ぞれ「たけいび」「ぼうせん」と呼ばれる取水口があるが、「たけいび」はやや高いところにあり、水位

が下がると取水することができず、また、この池だけでは東田の農業用水をまかなうことができないた

め、中牟田生水から配管し、周船寺川を越えて、牛町井出により牛町溜池に水を流し込むようにしてい

る。ただし、牛町溜池と中牟田生水とでは、牛町溜池のほうが高いところにあるため、以前は水車、現

在は発動機を使って水を汲み上げているO 現在では牛町溜池を満水にすると住宅から苦情がくるため、

あまり溜めておらず、「たけいび」から水が出なくなることが多いそうだ。以前は現在の筑肥線あたり

にあった溜池（ゆだめ溜池）からも取水していたという。また、東田も西国もともに、周船寺Jllからも

取水している。

中牟田生水と八ノ坪の湧き水とで、西国・東田を合計して、終戦後は40町、現在では30町の農業用水

をまかなっているという。

西田と東田では、西田の方が地力があったそうだ。特に、用作・八ノ坪・水受・前田といったあたり

ではよく米がとれたという。だが、用作（現在では畑のみ）・八ノ坪は、乾きにくく、常に湿っているよ

うな土地であるため、裏作で麦を栽培することはできず、なたねをとっていた。乾きにくい土地である

理由には、湧き水の存在があるだろう。周船寺川の西沿いは、裏作には制限がない。

地名だが、まず「天神免」については、『小字調』にはでてこないが、現在でもまだ使われているよ

うだ。また、『筑前国続風土記拾遺』には、「いにしへの神田なるへし」とあるが、現在調査では、その

あたりに昔天神様があり、また、昔は畑が多かったとのことだった。この結果によると、この天神様が

近くにあったことから、「天神免」と名付けられただけとも考えられるのだが、『筑前国続風土記拾遺』

で、神田であったとされるのは江戸時代よりも前のことなのだから、実際のところは判断できない。地

誌類には「天降神社」もみられるが、この神社と昔あったという天神様との関係も判らなかった。

「用作」については、一般的に「領主直営田」との意味があるが、調査では、現在では用作の土地所
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有者は上川原に住んでいるということしか判らなかった。田尻の「用作」という地名が、領主直営から

きているかどうかは、この一点だけからは判断できない。

「泉」については、周船寺川西の生水の存在からきていると考えて間違いないのではないだ、ろうか。

「地理全誌」には、「泉には泉二ヶ所あり」とあるが、その二ヶ所の泉とは大生水と中牟田生水のことだ

ろう。

他の地名についてだが、中世の名田に関連すると思われる、「九郎丸」「四郎丸名」「能徳名」は、使

用されなくなって久しいようだ。また、条皇制と関係すると考えられる、「八ノ坪」についても、田尻

にはこのほかに「Oノ坪 coは数字）」と呼ばれていた土地はなかったそうで、田尻の調査からだけで

は「八ノ坪」と条里制の関係は判らない。

現地調査では、田尻の水利についてはかなり調べることができたと思う。昔も現在と同様に、自然の

恵みである周船寺川！と生水から取水していたと思われる。だが、地名から古代や中世の土地使用のよう

すを知ることはできなかった。そのようなことと関連するであろう地名は、現在では一部分しか残って

いないようだ。その他の地名についても、はっきりした由来までは判らず、地名については大した成果

はあげられなかった。

二字国尻の旧地形図はIII-3，その 3 (132頁）参照のこと
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